
地
域
の
伝
統
、

畜
産
資
源
を
生
か
す

（
世
界
第
８
位
）
を
誇
る
。
シ
ン
ド
州

だ
け
で
も
、
日
本
の
総
保
有
牛
の
３
倍

以
上
に
相
当
す
る
水
牛
・
ウ
シ
が
い
て
、

家
畜
は
農
家
の
貴
重
な
資
産
と
な
っ
て

い
る
。　

　
さ
ら
に
、
シ
ン
ド
州
に
は
パ
キ
ス
タ

ン
最
大
の
港
で
あ
る
カ
ラ
チ
港
が
あ

り
、国
際
輸
出
の
面
で
も
強
み
を
持
つ
。

そ
の
一
方
で
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
未
整

備
や
、
洪
水
の
頻
発
な
ど
か
ら
、
同
州

で
は
特
に
農
村
部
の
貧
困
率
が
高
く
、

約
７
割
の
家
庭
が
日
々
の
食
料
を
十
分

に
確
保
で
き
て
い
な
い
。
こ
の
た
め
、

シ
ン
ド
州
は
、
畜
産
部
門
の
生
産
性
向

上
と
商
業
化
な
ど
を
通
じ
た
、
農
村
部

の
貧
困
削
減
を
目
標
と
し
て
掲
げ
て
い

る
。

　「
問
題
の
改
善
に
は
、
小
規
模
畜
産

農
家
の
収
入
向
上
を
図
る
こ
と
が
大
切

で
す
。
自
作
農
は
も
ち
ろ
ん
、
他
人
の

家
畜
の
世
話
な
ど
、
伝
統
的
に
家
畜
を

飼
育
し
て
い
る
人
た
ち
に
も
畜
産
技
術

を
普
及
し
、
彼
ら
が
収
入
を
増
や
し
て

い
く
こ
と
が
肝
心
で
す
」。
そ
う
話
す

の
は
、
株
式
会
社
か
い
は
つ

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
の
岡
部
寛
さ
ん

だ
。
J
I
C
A
は
、
昨
年
２

月
か
ら
シ
ン
ド
州
の
畜
産
農

家
の
経
営
改
善
や
畜
産
適
正

技
術
の
向
上
、
乳
畜
産
品
の

販
路
開
拓
な
ど
を
通
し
て
農

家
の
収
入
増
加
を
目
指
す
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
し
て
お

り
、
岡
部
さ
ん
は
、
そ
の
リ

ー
ダ
ー
を
務
め
て
い
る
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
初
年
度
の

昨
年
は
、シ
ン
ド
州
内
５
県
、

12
戸
の
モ
デ
ル
農
家
を
対
象

に
、
乳
牛
の
搾
乳
量
を
増
や
し
、
収
入

の
向
上
を
目
指
す
試
験
的
な
取
り
組
み

を
開
始
し
た
。

　「
私
た
ち
は
、
現
地
で
購
入
で
き
る

材
料
を
使
っ
て
配
合
飼
料
を
作
り
、
農

家
に
配
る
こ
と
か
ら
始
め
ま
し
た
。
十

分
な
水
を
与
え
、
飼
育
環
境
を
整
え
る

こ
と
も
重
要
で
す
」。
畜
産
技
術
者
と

し
て
技
術
部
門
の
統
括
指
導
を
す
る
冨

永
秀
雄
さ
ん
は
、
そ
う
説
明
す
る
。

　
活
動
を
支
え
る
の
は
、
シ
ン
ド
州
畜

産
・
水
産
局
か
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
配

置
さ
れ
た
９
人
の
専
任
職
員
と
、
５
県

の
畜
産
局
の
職
員
だ
。
各
県
の
畜
産
局

職
員
は
、
週
に
一
度
、
農
家
に
聞
き
取

り
調
査
を
行
う
。
一
方
、
専
任
職
員
た

ち
は
、
乳
量
や
体
重
測
定
な
ど
の
月
間

測
定
を
実
施
す
る
ほ
か
、
交
代
で
各
農

家
を
回
っ
て
技
術
的
な
指
導
に
あ
た
っ

て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
は
、
大
き
な

成
果
を
挙
げ
つ
つ
あ
る
。
今
年
１
月
に

配
合
飼
料
の
給
与
を
開
始
す
る
と
、
各

農
家
で
乳
量
が
増
加
し
始
め
た
。
例
え

ば
、
あ
る
農
家
で
は
、
１
月
下
旬
に
乳

牛
２
頭
で
一
日
計
８
キ
ロ
だ
っ
た
搾
乳

量
が
、
３
月
初
旬
に
は
倍
の
16
キ
ロ
に

ま
で
増
加
し
た
。

　「
一
日
の
売
上
金
で
見
る
と
、
３
２

０
ル
ピ
ー
（
約
４
０
０
円
）
か
ら
１
０

４
０
ル
ピ
ー
と
、
３
倍
以
上
に
改
善
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
餌
代
を
差
し
引

い
て
も
十
分
な
利
益
で
す
」
と
冨
永
さ

ん
。
こ
の
農
家
で
は
、
通
常
の
乳
牛
の

生
産
サ
イ
ク
ル
で
あ
れ
ば
乳
量
が
減
少

　
　
　
　
　
　
　

　
パ
キ
ス
タ
ン
南
部
、
イ
ン
ダ
ス
川
下

流
の
平
野
に
広
が
る
シ
ン
ド
州
。
紀
元

前
3
0
0
0
年
に
、
こ
の
地
で
イ
ン
ド

亜
大
陸
初
の
文
明
が
誕
生
し
た
。
イ
ン

ダ
ス
文
明
最
大
級
の
都
市
遺
跡
と
し
て

名
高
い
モ
ヘ
ン
ジ
ョ
ダ
ロ
の
遺
跡
か
ら

は
、
こ
の
地
域
原
産
の
コ
ブ
牛
を
彫
刻

し
た
印
章
や
、
牛
車
を
模
し
た
素
焼
き

の
土
製
品
な
ど
が
出
土
し
て
い
る
。

　
そ
れ
か
ら
5
0
0
0
年
以
上
た
っ
た

今
で
も
、
農
耕
・
牧
畜
は
パ
キ
ス
タ
ン

の
重
要
産
業
だ
。
畜
産
業
は
国
家
の
農

業
生
産
の
約
５
割
を
占
め
、
家
畜
の
数

で
は
、
水
牛
は
約
３
１
０
０
万
頭
（
世

界
第
２
位
）、
ウ
シ
は
３
４
０
０
万
頭

配
合
飼
料
で

搾
乳
量
が
増
加

す
る
時
期
に
も
、
乳

量
の
増
加
が
見
ら
れ

た
。
そ
れ
だ
け
、
従

来
の
餌
の
栄
養
価
が

低
か
っ
た
と
い
う
こ

と
で
も
あ
る
。
農
家

は
、
乳
量
の
増
加
で

得
た
利
益
で
中
古
の

オ
ー
ト
バ
イ
を
買
い
、

出
荷
も
楽
に
行
え
る

よ
う
に
な
っ
た
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

成
果
は
、
経
済
面
だ

け
で
は
な
い
。
岡
部

さ
ん
は
、「
餌
や
り
や

乳
搾
り
な
ど
、
日
々

の
家
畜
の
世
話
で
は
、

女
性
の
果
た
す
役
割

が
大
き
い
の
で
す
。

畜
産
部
門
の
向
上
は
、
農
村
に
住
む
女

性
の
能
力
向
上
の
機
会
に
も
つ
な
が
り

ま
す
」
と
女
性
の
社
会
参
加
促
進
の
側

面
に
も
言
及
す
る
。　

　
ま
た
、
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
支
え
る
専
任
職
員
た
ち
に
も

変
化
が
生
ま
れ
て
い
る
。
最
初
は
受
け

身
だ
っ
た
彼
ら
が
、
今
で
は
大
き
な
会

議
の
場
で
堂
々
と
発
言
す
る
よ
う
に
な

っ
た
。
冨
永
さ
ん
ら
専
門
家
の
下
で
技

術
を
学
び
、
実
際
に
農
家
の
成
果
を
実

感
す
る
こ
と
で
自
信
が
つ
い
て
き
た
証

拠
だ
ろ
う
。「
今
後
は
さ
ら
に
貧
し
い

農
家
に
視
野
を
広
げ
つ
つ
、
技
術
の
普

及
を
目
指
し
ま
す
」
と
岡
部
さ
ん
た
ち

は
意
気
込
ん
で
い
る
。

モヘンジョダロの遺跡から出土した
コブ牛の牛車モデルのレプリカ
（左）。5000年を経た現在も、農村
には同じ風景がある

配合飼料で乳量が増え、農家は大喜び。
人々が水牛やウシを飼う理由の一つには、
紅茶に牛乳を入れて飲む「チャイ」の文化
がある。チャイは毎日の生活に欠かせない

伝統の畜産業を後押し、
農家を元気に   

古代文明から、農耕・牧畜の文化を継承し続けてきたパキスタン・シンド州。
だが、伝統の畜産業は、その潜在力を十分に生かしきれていなかった。

そこで、日本は畜産技術開発のプロジェクトに乗り出した。

水牛に水を与える婦人。シンド州では牛乳生産の主役は水牛で、約８割を占めている

プロジェクトでは、普段なかなか知られることがない、イスラム圏・農村女性の
日々の暮らしや収入、畜産業における役割についても調査を行った

特集 南アジア
成長力秘めた大動脈

Pakistan
パキスタンfrom
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